一 山 を 訪れる 人々 

明ければ、 去年の 正月で ある。 初春の 月半ば は、 信 濃- 

三 河の 境 山の ひどい 寒村の あちこちに、 過した ことで 

あった。 幾す ぢ かの 谿を 行きつ めた 山の 入りから、 更 

に、 うなじ を 反らして 見 あげる 様な、 蛆の 鼻な どに、 

カゲ トモ ヲ ネ 

さう 言 ふ 村々 はあった。 殊に 山陽の 丘 根の 裾 を 占めて 

散らばった、 三 河 側の 山家 は 寂しかった。 峠な どから 

ふリ 顧る と、 必、 うしろの 枯れ 芝 山に、 ひなたと 陰と 

をく つきり 照し わける、 早春の 日が あたって 居た。 花 

力 ゲロフ 

に 縁遠い 日 ざし も、 時として は、 二三の 茅屋 根に 陽炎 



ケゥ卜 

を ひらつ かせる こと もあった。 気 疎い 顔に、 まぢ /^ 

と 日を暮 す、 日な た ぼ こりの 年よりの 姿が、 目の 先に 

来る。 其 は 譬喩ではなかった。 豊橋ゃ 岡 崎から 十四 五 

里 も 奥に は、 もう、 かう した 今 川 も 徳川も 長 沢 • 大久 

保 も 知らずに、 長い 日な たのま どろみ を 続けて 来た 村 

が あるの だ。 

青 やかな 楚 枝に、 荅の 梅が 色めいて 来る と、 知 多 院内 

ジャ ゥコク ホ 

の 万歳が、 山の 向う の 上 国の 檀那 親方 を 祝き 廻る つ 

いでに、 かう した 隠れ里へ も、 お 初穂 を 稼ぎに 寄った。 

山 坂に 馴れた 津島天 王の 神人 も、 馬に 縁ない 奥 在所と 

して 択リ 好み をして、 立ち 廻らない 処 もあった。 



日本人 を 寂しがらせる 為に 生れて 来た やうな 芭蕉 も、 

江戸 を 一 足踏み 出す と、 もう 大仰に 人 懐し がって 居る。 

奥州 出 羽の 大山 越えに、 魄落 すまでの 寂寥 を 感じた。 

人生 を 黄昏 化する が 理想の 鏡 花 外史が、 孤影 蕭条たる 

高野聖の 俤を ぼつ ゝり 浮べた 天生の 飛驛道 も、 謂 は > 

ツチ フ 

国と 国と を繫ぐ 道路の 幹線で ある。 雲 端に 霾る、 と 

桃 青 居士の 誇張した 岩が 根 道 も、 追ひ剝 ぎの 出る に 値 

する 位 は、 人通り もあった ので ある。 

鶏 犬の 遠音 を、 里 ある しるしと した 詩人 も、 実は、 浮 

世知らず であった。 其 口癖 文句に も 勘定に 入れて 居な 

い 用途の 為に、 乏しい 村人の 喰 ひ 分 を 裾 分けられた 家 



畜が、 斗 鶏 や 寝ずの番 以外に、 山の 生活 を 刺戟して 居 

た。 

私 は、 遠 州 奥山の 京 丸 を 訪れた 時の 気分 を 思 ひ 出して 

見た。 村から 半道 も、 木馬 路を 上って、 一 つ 家に 訪ね 

ョソデ 

た 故老な どの、 外出 還り を 待つ 間の 渋茶が 促した、 心 

の やすら ひから。 京 丸な ども、 もう 実は、 わざ/ \ 見 

物に 行く 値 打 はない 程 開けて 居た。 

駿 • 遠の 二 州の 源 遠い 大河の 末の、 駅路と 交叉した あ 

たりに は、 ほんとう は 大昔から 山の 不思議が 語られて 

居た。 武家の 世渡りに 落伍した 非 御家人の、 平野 を控 

へた 館の 生活 を 捨て、 からの 行動が、 其 とてつもなく 



古い 伝説の 実証に、 挙げられる 様になって 行った。 

飛驛 • 肥 後 • 阿波 其 他 早耳の 琵琶 坊も、 足 まめな 万歳 

も、 聴き 知らぬ 遠山 陰の 親方 • 子方の 村が、 峯谷 隔て 

リ ャゥケ 

た 里 村の 物資に 憧れ 出す 時が 来た。 其 は、 地方の 領家 

の 勢力 下から 逃げ こんだ 家の 由緒 を、 完全に 忘れ 果 

て、 からであった。 其 昔から 持ち 伝へ た 口 立ての 系図 

に は、 利 仁. 良 文 や 所 縁 もない 御子 様な ど を、 元祖と 

立て ゝゐ た。 其 上、 平家 • 盛衰 記 を 端山の 村まで 弾き 

に 来る 琵琶 房 主が あった。 時には、 さう した 座頭の 房 

を、 手舁き 足舁き 連れ こんで、 隠れ里に 撥音 を 響かせ 

て 貰うたり もした。 山彦 も 木精 も あきれて、 唯、 耳 を 



の 配下と なって、 唱門師 • 千秋 万歳 • 猿 楽の 類に なり 

降っても、 其 筋が、 つた 物語 は、 神の 口移しの 歴史で、 

今 語られて ゐる 土地の 歴史と 言 ふ 考へ方 は、 忘れられ 

きって は 居なかった。 盲 僧 や 盲 女の、 神 寄せの 後に 語 

り 出す 問 はず 語りの 文句 も、 さう した 心持ちから 受け 

入れられ たので ある。 京. 鎌 倉の 公家. 武家の 物語 も、 

結局 は、 山 在所の 由来と して 聴かれた の も 道理で ある。 

だから 此入訣 も 呑み込まないで、 むやみと 奥 在所の 由 

緖書 きを、 故意から 出た 山人の ほら 話と、 きめて か、 

つて はならない ので ある。 



る。 

ァェ 

若く 弱 かな 神が、 遥かな 神の 都から さすらうて 村に 来 

た。 其 を 斎うた のが 村の 賓客の 初めで、 旅に やつれた 

御子 をいた はった のが、 元は 村の 神主で、 村の 親方の 

家の 先祖と 説く 神話が、 前の 様な 歴史 を 語らぬ、 一 方 

の 村々 に 行 はれて ゐる。 恐らく 今 三 四百 年 も 以前に は、 

此を 語らぬ 村と て は、 禁裡 • 幕府のお 蔭 も 知らぬ 山家- 

海隈に 到る まで、 六十余州の 中にはなかった であらう。 

此は 日本 国の 元祖の 村々 が、 海岸に 篷屋を 連ねた 大昔 

からあった 神の 故事で ある。 幼い 神が 海の かなたの 常 

世の 国から、 うっかり 紛れて、 此 土に 漂 ひ 寄る。 此を 



救 ひ 主であった。 

トコ ョ ナミ 

此 常世 神の 一行が、 春 毎の 遠 世浪に 揺られて、 村々 に 

訪れて、 村 を 囲む 庶 物の 精霊 を 圧へ、 村の 平安の 誓約 

を させて 行った 記憶が、 山国に 移る と 変って 来た。 常 

世 神に 圧へ 鎮められる 精霊 は、 多く は、 野の 精霊 • 山 

の 精霊であった。 其 代表者と して 山の 精霊が 考 へられ、 

後に、 山の 神と 称せられた。 山の 神と 常世 神と が 行き 

値うての 争 ひや 誓 ひの 神事 演劇が 初春 毎に 行 はれた。 

村の 守り神が 其 時す る 事 は、 呪 言を唱 へる ことで あり、 

村の 土地. 家々 の 屋敷 を 踏み 鎮める ことであった。 さ 

うして わざ をぎ をす るの が、 劫 初から 恐らく 罔 極の 後 



へ かけて 行 はれる ものとの 予期で、 繰り返された 村の 

春の 年中行事であった。 

青 垣 山に とり 囲まれた 平原な どに、 村 国 を 構へ る 様に 

なると、 常世 神の 記憶 は 次第に 薄れて 行って、 此に替 

る ものが 亡くなった。 さう して 山の 神が 次第に 尊ばれ 

て 来て、 常世 神の 性格が 授けられて 来る。 常世 及び 其 

神の 純な 部分から は、 高天原 並びに 其処に 住む 天つ 神 

の考 へが 出て 来た。 村人と 交渉 深い 春の 初めの 祝福と 

土地 鎮め、 村 君. 国主の 健康 を 寿ぐ 方面の 為 事 は、 山 

の 神が 替 つてす る ことにな つた。 つまり 山の 神と 村人 

との 間の 感情が、 以前より は、 申し 合せの つきさうな 



うて、 神 を 接待く 場き が 用意 せられた。 神の 接待 場 だ 

から、 ^^と 言 はれて、 こ、 に 日本の 巿の 起原 は 開か 

れた。 山の 神 は、 勿論、 里の 成年 戒を 受けた 後の 浄ぃ 

若者の 扮装 姿であった。 常世 神が さう であった 様に。 

後、 漸く 山の 主神に 仕へ る 処女 を 定めて、 一人 野 山に 

別居させる 様になって、 野 ノ宮の 起り となった。 山の 

神に 仕へ る 巫女が、 野 ノ宫に 居て、 祭り 日に は 神に 代 

つて 来る 様に もな つた。 山の 神 は 里の 神人の 一時の 仮 

装で は あるが、 山の 神の 信仰が 高まって、 山の 主神の 

ョメゴ リヨ 

為に、 山の 嫁御 寮が 進められ たので ある。 

祭り 日の 市場に は、 村人た ち は 沢山の 供へ 物 を 用意し 



て、 山の 神の 群 行 或は 山姥の 里 降り を 待ち 構へ た。 山 

の 神. 山姥の 舞踊の 採り 物 や、 身に つけた かづら • 利 

^3 が、 神 上げの 際に は 分けられた。 此を乞 ひ 取る 人 

が 争うて 交換 を 願 ふ 為に、 供へ 物に 善美 を尽す 様にな 

つた。 此 山の 土産 は 祝福 せられた 物の 徵で あって、 

山人の 山づ とは此 である。 此が、 歌 垣が 市場で 行 はれ、 

市が 物 を 交易す る 場所と なって 行く 由来で ある。 さう 

して、 山人. 山姥が 里の 市日に 来て、 無言で 物 を 求め 

て 去った、 と 言 ふ 伝説の 源で も ある。 其 時の 山 づとを 

我勝ちに 奪 ひ 合 ふ 風が、 後のう そかへ 神事な どの 根柢 

をな して ゐ、 又、 祭りの 舞 人の 花 笠な ど を 剥ぎ取る 風 



を も 生み出し たので ある。 

ャマ カヅラ 

山 づとは 何な に。 山の 蔓草 や 羊歯の 葉の 山縵 や、 「あ 

コヌレ ホョ カザ シ 

しびき の 山の 木 梢」 から 取った とい ふ 寄生木の 頭 飾 や、 

山の 立ち木の 皮を剝 いで 削り 掛けた 造り 花な どで あつ 

た。 かう して 易 へられた 山づと は、 初春の 家の 門 や、 

家内に 懸けられた。 牀 柱に は 山 かづら、 戸口 や 調度に 

到る まで、 山へ 行った 様に 見せる 山 草、 軒に 削り 掛け、 

ワカ ギ ッ クリエ ダ 

座敷に 垂す 繭玉. 餅 花. 若木の 作 枝が、 古くして 新し 

い 年の 始めの 喜び を 衝昂げ て 来る の も、 其 因縁が 久 し 

いの だ。 

此三 州の 山家の 門松 は、 東京な どのと は 違って 居た。 
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